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　　著者等 は既 に 蔬菜 の 重要害蟲，黄條蚤葉蟲 （Phylloto’etto　vitttetf；　1ptLBIII（珊 S）に

關す る生 活史及 び諸發育時期に於 け る發育 ， 生成を詳細 に 研究報告せ る も， 未 だ

そ の 越冬敢態に 關 し て は何等言及 せ ざ りき。 黄條蚤葉蟲 は成蟲態に て哇畔の雜

草間 に て 越冬す る こ とは周知 の所 なれ ど，越 冬欣態に關 す る詳細は殆ん ど知 ら

れす 。さ れぱ 著者等は昭和 12年以 來， 次 の 諸點に 關 して學部内圃場 に實驗並 に

槻察を行 へ り （實驗g年度を記 さ L“るは 昭和 ユ2 年 よ り 13 年 に 至 る期間の もの

な り）。

　　1． 如何 な る發育時 期に て 越冬す るや ，又如何な 為發育時期 に て 越參可能

な りや。

　　2・ 如何な る場所 va於 て 越冬す るや。

　　 3．越 冬に 入る時期と外圍状況 と の 關係 。

　　 4，
層
越冬 よ の出る時期と外圍状 況 と の 關係。

　　實驗並に觀察の 方法は各條項に 麟き て記述 す。

　　徇 ， 経始熱心 な る御助力 を受け し西川彌 三邸學士 に 厚 く感謝す
・
“

　　　　　　　　　　　 L 越 冬 と 發 育 時 期
』

　　諸種發育峙期の 幼蟲 蝋 成蟲 を用 ひ て 越冬に 耐 へ 得 るや否 や を 調査せ の。

皀口ち植物栽培用 の 白磁製 ボ ツ 下 （内徑 27cm ，深 さ 33　dm）を地 中に埋 め ， 砂
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質壌土 の 畑土 を地 面 と同一
面 に 至 る迄滿 し，表面 に 落葉 を 1cm の 深さ に 敷 き

土 壌 の 凍結を防 ぎ ， 買驗昆蟲 の 逃逸 及 び 夕簡 1よ り他昆 蟲 の 迷入 す る を防 ぐ爲 に

細 目の金網に て被 ひ をせ b。 ポ ．ツ ト内外の 土壌 は ボ ツ ト の底部に て 相接 し，土

壌水分及 び 地 温は ポ ツ トの 内外に於 て大 差あ る もの と は思 は れ す。 實験期間に

於 け る地 醗 犂享鄰 肖氣象月報に見る に 次の 如 し。、

　　　　　　　　　 第 ／ 表 京 都地方旬日及 ひ「月平均地温
’
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　　實驗昆蟲 の 内 ，

1
幼最及び蛹は實驗室内に て 2ぴc ¢）恒温欣態に飼育・

し， 略 々

所要の 發育時期に 逹せ るもの は順次飼育温度 を低下 し、 約 ・
！．週間に レて 外氣濫

．
に 至 らしめなる後 ， 圃場嬢）試驗 ボ ツ ト内に移せ り

。 ：
成蟲は野外に て 探集せ しもの

を豫 め廿 日大根 を育成せ る圃場の 金網 を有す る飼育装置内に保存 し置き ，
．必要

に 應 じて 實驗に供 ぜ b。幼蟲 及 び 蛹は各 々 1 個體づ 旨 畑土を充せ る直径 ・1．5　c ；n ，

長 さ 5 ・m の 兩端開蹲 鋪 子管の F戸央 悶 拝・・研 管 の ま s　 ・1‘
“
ツ

吻ρ土壌

表面 よ り 4cm の 深 さ に 埋沒 し，隨時 掘
．
り出 して 生 死 及び發育 の 歌態 を檢ぜ．り。

．tss．る實驗に使用せ し昆蟲 の 發育時期澗 降数 ，
ポ 7・卜内に移せ る 月・

日次 の 如 し，a

　　　i．’第 1齢幼聶： 譁 個鵬 　．12 月
・27 日。　　 ．　 ．　 ∫．

’・・．tt
　t／．、．

一・

　　 ii．第卑齡幼蟲 ： 16 個體 ，．12 月 27 ．既 　　，、．．．、　 『．．1 ．
・
．tT　

t
，

　　iii．第 3 齢成熟幼蟲 ： 50 個鵬 ， 12 月 2〜27 臥 ∫ 、、　　　 ．．
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iv． 第 3 齡前蛹幼患 ： J36 個 盟 ，
ユ2 月 2 〜 27 一

日。　 、．

v ． 雄蛹 ： 38 個體 ， 12 月 29 日。

vi．　雌蛹 ：　　38　｛跖i磴 ，　12　月　29 　日 o

上 記 6區 中 ， 第 1 及び第 2 圃 ま葯 3 ケ 月 を 經て 3 月 5 日 ｝⊂ ；他の 窪鹿は同

日 に 一
部を取 り臓 して檢す る に既 に 全 部死 亡 し雇れ り。更 に騰置せ る もの は

’
粥

Il日に 至 る も成蟲の 出現す るを見す ， 纏て 死 滅せ 1，　e

　　徇 ， 卵に 就 き て も同様 の 目的 に て
， 贇驗室内に て 得 た る卵 100粒 を ， 幼蟲同

樣 の 温度低下の 豫備處理 を施 して ， ポ ツ ト内 に 栽培せ る 廿日大根の 根部 ， 地 下

4cm の 所 に 12 月 20 日に埋波 し， 翌春迄構績槻察せ しも羽化 出現 せ し成蟲 を見

す
，
4 月 11 日 に 全 部掘 り出 して 檢 す る も幼蟲 ，蝸共に發見す る を得 ざ りき。

　　更岶 然に 近 き騰 に於移 齢 調査 の 目的に て 計 駄 根磁 培 し，難

蚤 葉描 の 被害相當顯著に して
，槍然的に 幼描 ， 蛹等の 鶴 慰す ると思 は る 」 畑 に て ，

12 月 10 日 に 地上 部 を清掃す ると同時 に 地 表 の 土 壌 2an を除 き新 しき土 壌 と

置 き代へ
， 越冬成蟲 を除去 し て

， 生育 中 の 大根は そ の ままとな し， 直徑 26　cm ，

高 さ 50cm の 圓筒歌金網を地 下 10　em 迄挿入 し て覆 をな し，翌春 5 月下 旬迄

槻察せ し血朋 化出現 せ し成蟲を見 ざ りき 。 徇 ， 直接冬季畑土 を檢す る も黄條蚤

葉蟲 の 未成熟 態を得 る を得 ざ bき。

　　上 記 諸實驗結果 よ 呪 る に
， 黄條蚤葉 蟲は京都附近に て は成蟲期以外の何

れの 發育 時期 を以 つ て して も越冬は殆 ん ど不 可能と推察さる。 淌， 實驗年度に

限 わ特に致命的に 作用せ りと考 へ 得 るが如 き 氣象的現象はな・く，第 1表 に見 る

如 く地 澀 も平 年に 比 して 大差 な し。 贇驗に よれば黄絛蚤葉蟲の 卵 ， 幼蟲 ， 蛹 の 發

育速度零 點は il｝k 　
J
　10℃ に して

， 京 都 附近 に て は 12 月 よ り 4 月迄 は地温は殆

ん ど常 に 10℃ 以下 なる を以 つ て
， 發育は殆 ん ど不 可能な ら ん。地 盗 10℃ 以上

を示 し， 發育可能な るは京都地 方 にて は 例年 11 月 2P 日迄及 び 4 月 20 日以

降な り
。

　成蟲 の越冬 を可及的自然に近 き雌 に て 觀察する爲に
， 上 記實驗同樣金綱に

て 被ひ，廿 日大根を育 て，落葉 を敷け るポ ツ ト内に 未だ攝食活動中の 成蟲 を放 ち，

翌年 2 囘 ：c 分ち て 生 存状態を調査せ り
。

ポ ツ ト内の 大根は年内に 枯死 し，
12 月．

以 降成蟲 は絶食状態に保たれ た り。
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第 2 表　黄條蚤葉蟲成蟲 の 越冬生存率

’
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300300600 206218424 31・3 ％，　 0・27 ％

27．3 ％　　　　　0．26 ％

29 ．3 ％　　　　　0．26 ％

　　成蟲 の 越參試驗結果は第 2表 の 如 く， 雌雄によりて殆 ん ど差な く， 共 によく

越冬に耐へ ，最小限 50％ は翌春再び 活動 を開始tr　O。越冬申の 死亡峯は平 均

30％ 前後 の 結果 を得たれ ど も，第 1 區 と他 の 2 區 を比較す る に ，第 1 區 の 貿驗

期聞は 117 日 ， 第 2及 び第 3 匯 は共に 115 日に して
， 第 1區 は貰驗期聞僅に 長

きに拘 は らす死 亡率は遙か に小な り。元 來黄條蚤葉蟲の 越 冬は そ の 生 活史中に

必然的 に 起 る休眠 （diapause） と多少趣 を異 に し，單に 低温な るが 故 の 不活動

趺態なる もの s 如 く， 越冬中 の 成蟲は或る程度の 高温欣態に 移せ ぱ何時 に て も

平 常の攝食，産卵活動を開始ナる もの な り。斯 る成蟲の 越冬状態を考慮 して 實

驗區間 の 相違を見 るに
，
12 月迄 は氣温 の 上 昇に よ b活動を開始せ る もの は攝食

し得 る状態なれ ど ， 以後 は食草 な く全 く絶食状態汝 り。 然 る に第 2 及 び 第 3 匠 は

第 1區 の調査後倚實驗を繼絨 しプ 2 月 27 日以降日 日最高氣濫 は 13℃ （略 々 成蟲

の 活動 を開始する氣温）以上 に 上 昇せ る に も拘は らす絶食状態に 保 て るた め ， 高

温に 俘ふ絶食め結果 ， 高死 亡率を見 しもの と思考す。
’
されぱ食草 の 容 易 に 得 らる

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

る自然状態に て は第 1區に見る如 く越冬中の jSt蟲死亡率ほ甚だ低きもの な らん。

　　　　　　　　　　　　 II． 越　冬 　場 　所

　　黄條蚤葉蟲成蟲 の 越冬場所 を探索す る爲 特 に數量的調査は行は ざ り しも，

野外槻察の結果を綜合す
’
るに ，秋季以後十 字花科 蔬菜 を逕作せ る圃場 附近 に越

N 工工
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參せ る もの 最 も多 し。斯 る圃場の栽培植 物挈）操藻 ， 落葉の 下 ， 土塊 の 聞隙等 に 展

K・越冬成蟲を見 ， 亦周圍の 畦畔雜草闇に 蟄居せ る もの も多 し。 同一畦叉 は幌に

て ぱ 南向 の 斜 面 に多 き傾向あ b 。 成蟲 は ＊ く飛翔 し得 る も秋季特 に 越冬學所 を

求 め て 蓮距 離 を移動 するが如 き習性 はな く， 犬部分は晩秋季の食草を有する圃

場の 附近にて越冬す るもの の 如 し。 從 つ て 春期 の 被害 も斯 る圃場附近 よ り始 ま

る事最も多 く，
34高 き堤 （例 へ ぱ 道跪 河堤識 道等）の 横斷せ る畑地 に ては堤 の

南側 に聯 期 の 被害の 大 なる を槻察せ り。

　　 成描 は往 左 地 中 に 淋入 す る 事 あれ ぱ 、 越冬時 の 地 中 に 於 け る 成蟲 の 蟄居歌

軅 調御 ・ 醐 よ

1
り諱 述 ρ調査に鮒 せ る と同攤 る蠅 雛 中に麺 ・

ボ

ツ 【
・内 の 土 壌表面 に 1cm の 厚 さ に 落葉 を敷 き て ，雌雄成蟲各 k 　1GO個慥放 ち，

凾
冬季 地 中に 於 け る分布状態を

’
調査せ ol 成蟲越冬謫査第 1區實驗と 同一な D）。

第 3 表　越冬時の 地中 に 於け る成蟲分布駄態
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．
… 黴 ・ 既 亡 ・ ・

　　 「は 9・5 ％ に して ・・内 撚 7 ％ ， 雌は 2娚 な り・
一・一 ・・ ［　 ・’

　　第 3表に 明瞭なる如 く， 雌雄共 に 越冬蟄居 の 場所は 殆ん ど地表 1C 血 以内

に 限 られ，1cm 以上 に 深 く地 中に潜入 す る もめ
’
s 數 は深 さと共 た急激に 減少 し，

a・cm 以 上 lcgeす器 もゐは皆無な り。勿論土壤の 性状 ， 地表 面 の 被覆状 態に て 相

違 1まあれど；被覆物 を有す る砂質壌土 に て は成蟲越冬場所は殆んど地表に限ら

乳，地下 40m 以上 に は逹 せ ざる もの と考 べ ら る。　
”

，　　　 ．．，　　　　．．珥
・ 越冬に入 否時期の 問題

　　黄條蚤葉蟲成蟲が 寄主植物上 よ り離れ ，越冬に 入 る時期を知 6．4が 爲に．上
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述諸實驗に使 用せ しもの と全 く同樣 に 金網の 被 ひ を有する ボ ツ トに豫め 廿日大

根 を育 て
，

これ に 一定敗め 成蟲 を放 ち置 き， 正午把定期的に 活動蟲数と蟄居蟲數

を調査せ り。 徇 ， 實驗に は同樣 なる装置 3 區設 け ， 各區に雌雄各 々 20 個體 を

放 ち て 調査せ り。

　　第 4 表 の 成緕 に 示 す如 く，
11 月 30 日 の 調査 に て は略 凌 78％ の 活動昆蟲

を見 しに
，
12 月 10 日 に は急激に 減 少 して 僅か 13 ％ 前後 の 成蟲 を食草上 に 見

る に 止 ま り，12 月 20 日以 降は 殆 ん ど全 部 越參蟄居 の 欺態に 入れ り。徇 ， 雌 雄

に よ りて 越冬に入 る時 期に 性的の 差異、邏蓮 あ うと は 思 は れす 1 上述 の 如 く黄

條蚤槊蟲痺錨 は氣象的急變な き限 り 12 月頃迄 は 相當活動性を有 し， 比 較的遲

く迄寄主植物上 に生活 す。

　　昆蟲活動は調査時 の氣象状況 に依 り著 しく左右せ らる る 嘱の なれば，第 5

興 示 せ る鯀 絛件蹴 きて 考察する t と と す
。 野 外鯲 け る 昆蟲の章際濁

に は 雌 以外 に 諸種 の 外部 的及 び 内部白勺條件 を考慮す べ きなれ ど， 黄條 蚤葉蠹

の 場 合此等氣象瓶況 は比較的霓要な る外部條件 な らん と考 へ ， 採擇せ る もの な

り・．　　　　　　　　　 、　　　　　　　 ，

　　　　　　　　　　　第 δ 表　調査時 に於け る氣象状況

調
1

査　　日

10 月 30 日

11 月 10H

11 月 20 日

11 月 30 日

12 月 10 日

12 月 20 口

12 月 28N

1 月　 6 日

晦 　 　 雨

　 1特

崎 （小 雨）

　 1晦

　 購

　 瞬

　 1府

　 il冓

空 　 氣

濕 　 度

87％

48％

与8％
・dδ％

81％

24％
不 明

不 舅

氣　温

工9°
（）

17°σ

13、5°C12
ρG

正0．5°C95
°cS

．7°G8
°C

蠶蠱
17．5°C13

．6ac9
．6°C8

、6°C5
．geG

虫．5eo4eC2

．6°o

氣澁上昇
の 速 ざ

0，7°C1

．3°Cl
．8°cO

．9°CO

．geC1
．3eo

不 明

不 明

地表温 度

16．8°OI34
°C10

．6°G8

．beC5

．5°C5
．5°C2

．9°G1

．9°c

備考 　李 均 氣温 は 調 査 時 前 2生 時間 の 卆 均 氣温 を示 す 。 氣温 上 昇 の 遮 さ は 調査前 の 最低

　　 氣温 よ り開 査 時 の 氣温 に 至 る 問に 於 け る 1時間に 對 す る 罕 均 無温 上 昇 と 示 す 。 地

　　 表温 度は 京都府｝氣象 月報 に 態iる。

　　第 4 表 の 成蟲活動 と第 6 表 の 氣象瓶涜と を廡合す る に ，氣温，干均氣湿 ，地

表温度 の 3 者の 高低が 主 と して 成蟲活動 の 盛否 IC關聯す る事 を 容 易に知 り得 。

之等 3 者は多少共互 に 相關的 に變化す る氣象條 件；こ して ，且 つ 他 の 諸種條件 と
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同撫 姻 か 醐 繊 齲 動・輛 すると睡 噛 定す ぺ からざ teE
’
　5・

本孅 結黒 り見るに ・誤 麟 ん ど 同櫞 る傾嘩 以？て
・ 鱗 蕪 齢 越

』

8ts居撒 囎 灘 緜 す，る 眼 る諏 ・・葎 啣 氣罐 榊 τ・麟 の 齢 に

入・蜘 唏 鰍 態と臓 燃 を試 みた り浦 蜥 鼬 べ ・鰡 啼 蘇 翆

條件の maa よ りな 狛 鰮 麒 して
， 躡 僉納 鯲 け る 瀕 1き他 の鮒 を

一定

に せ る もの と趣 を異 に す。

　　氣温 と緬 雌 廂 分率と肱 聯 ・ 圖・A − g の 輔 と睨 る力蜘 き關係

を就 此の 鹹 は ・種 の 黜 畍 制 融線 （・・ − t… p・
｝
’cen ・・xg ・ 一 ・）

な融 ・．・．BLI ・・ 嘩 劑 の 黼 褓 を示 す醍 唱 せ 蹴 納 響 灘 弊用 し

て 氣齢 麟 活動 との 關係 端 察す・

　　鰮 と活蘚 と の 直接關係 を示 す A − ・ 註穏雛 鰍 化 し話 蘚   継

く，r・b・t・
，
・P・・ba・・1・ty… ib） ・求・ ・ 概 ・総 ・一・ 及び b− b の 嫗 購 な

る 2 個 の直線關係 を得 る。

第 6 表 起多に 入 る劇 喊 齲 動率 と懺 とρ關係

築，尹

19°

17°

13，5°

12°

10．δ゚
19．5°，

8．7 °

8°

成蟲L活卿1率（％ ）

雄
’

蜩し 計

100 　100 　100

95　　98．8　　96．7　．
91．7・　9ユ．7　≡｝1．7

85　　7L7 　　78．3

18．3　　8，3　13．3

1，7　　｝｝．3　・　2．5

0　　 0　　 0

0　　 0 』
　 0

直 線 値

雄 ．雌 計

7．427 ．857 ．77

6．657 ．136 ．S3

63863863s

6．o雀 5．575 ．78

4ユo3 ．623 ．89

2．S73 ユ 73 ．04

L511 ．511 ．51
，
0．760 ．760 ．76

　高 瀛 部

　 φ一b）1
盃＝13．4695

歹＝ 　6．2060

b ゴ 0．2514

P ； 0・281

σ コ：ヒ3，980C

低 温 部

（13− Bl

灘二 11．2160

歹
＝　4・8193

δ二 　1響2052

P ＝ 0・615

σ ＝
：辷0．S30C

　　 直 線 方 程 式

財rb …0・％ユ4x／
− y ， 2・8200．

B − B ・曾r1，205L）x 一理
＝ S．6985

備考 ．右轍 囎 計あ画 爵 ひ ・ 直線 ・ 雛 ・示 す ・ ’・’・

．
臓 物 シ：

聯 ！直

　　　 李 均，b： 角度，P ： x ！
試験法 に 依 る 確率 ，

ゲ・標 準 偏 差 。

　　駅 ユ2℃ 附近 （・2．07・
ec

）・ rL於 て 嚇 に 區肌 得 る 2 齦 紛 解 し得 る

事 は ，
函 醐 唹 誤 れ 姓 鯵 的影響 陣 す る 躙 の 曄 域の 碑 琳 す

もの な るカ、 或舶 然盤 と桓拌つ 嘩 イ匕す る外麟 麟 件 （例 へ ば 太陽灘
’

の 購 鮒 量等 ）が 翻 鰮 斗2
°
9 附近槻 と して 黄條 蚤職 鍼 騙 動 で 干

渉す る綴 薩 異 練 た
一
S ・ と を示 す もの な るか 鯛 下不 明な り・・帥 ど僻
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IC しで も自然氣温 を標準 と して 見 るに 50 ％ の 成蟲活動翠 を示 す灘 點
’
（邸ち

B − B 方程式上 の y＝ 5 の 點 に 該 當す ） は 1i．366℃ （雄 1ま 11．196℃ ，雌は

i1．5・51℃） な り。而 して そ の 標 準 偏 差 は 比較的小に して 僅に 0．S3℃ （雄 は

0，78℃ ， 雌は   ’S7℃ ）一な り。即ぢそ の 變異曲線は比較的中高ゐ型 を：示 丸 上蓮あ

　 〆00

き9・

笥．80

9 ン。

＼
60

．母
’
，
‘

題 Sg

匙
’
40

向

　30
鞭 20

　 ” 　
　　 o　

　

　

 

　
り

菊

丶

弋

略

へ

叙

98

ブ

6

5432

」

ノ

　

0

8　 9　 ノリ　〃 　12　（3　741 タ IS ／ク 〆8　／9

　　　乃 卯 θ矛 4 僻 θ a
　 第 1 圖 萸僚葉蟲 の 成蟲 活 動率 と温 度 との 關係

事貸 よ ゆ黄條蚤葉蟲成蟲の越 多に 入 る時 は 殆 ん ど雌雄 の 差 な く （性的差異に就

い て は後章に述ぶ ）， 野外自然氣温が 11℃ 附近 に降下 する時期を境と して 比較

的急激に越冬蟄居欺態に入 る もの と見做 し得 。 京都附近に於 て 氣温 11℃ 附近

に 降下 す るは累年干均 1f 月 6 日 （IL58 ℃）乃至 11 月 8 日 （11．12℃）な り、

IV・ 韓冬よ り出る時期 の 問題

　
L

黄絛 蚤葉蟲成蟲 の 越冬よ り出 る時 期 を知 F），當時 の 環境條件 との 關係を ・考

察 す る爲
．
上蓮諸實驗と 同樣 に 圓筒状 の 金網 を 跛へ る ポ ッ ト内 に 廿日大根 を栽

増
1
し ， 地表 ・1　dm の 厚 さ に 落葉 を敷 きた る裝置 を 2 個使 用 し ，野外に て探集せ る　

’

成 蟲雌雄各 々 100 個鶴 ，合計 400 個體 を 11 月 10 日 に放 て り。栽培せ る大根

N
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・・第 十 三 巻 第 −

’・六 號 　
宇’

「
は 翌春 は既 に 枯死 せ り。活動 を開始せ る昆蟲の 調査 を便 汝 ら しむる爲 ， 大撰 の 枯

死 せ る後 は ポ ッ トめ 地 上 部 を 金網 に て 被ひ ，中央に 直徑約 4．5　cm の 孔 を開 1ナ，

平時は そ の 孔に コ ル ク 栓 をな し，調査時 に 當 り金網上 よ り
， 同樣 な る孔 を有す る

黒布に て 被ひ ， 木 栓 を除 き ， 直徑約 11．5Gm ，深 さ約 15　cm の 硝子羅 を被 ひ ， 成

蟲 の 贓 生趨光 性 を利用 し， 活 動昆蟲 を稍 子器 中に 捕集せ り。樹 ， 澱動中 の 成蟲は

殆 ん ど完全 に 陽 陸の 趨光 性 と陰性 の 向地性 を示 し，
一

度稍子 器 中 に入れ る もの

に して 再 び ボ ツ 1・内に歸 る もの は調査 時 中殆ん どな し．調査は 3 月 5 日以後 4

月 2 日 に 至 る迄殆ん ど毎 日，正午 よ b午後 2 時迄 ，
2時 間内に 稍子器に 捕集せ ら

jiVXtrる昆蟲 に就 きて 行へ り
1
。捕集せ る崑蟲は調査後再び 原 ボ ツ トに移せ り。多數

の 活動成蟲 を捕 集 した る時は全生 存昆蟲數 を 癒調査せ りe されば 日 々 の 活動成

蟲 の 百分率 を隶む る に は便宜 ヒj そ の 前後 に 調査 した る生存昆蟲數の 減 少を
一

　日平均 減 少數に 換算 し，殘存昆蟲數 を求 め て 百分率 を出せ ll｛第 7剥 。

’
第 8 表 越冬 よ

’
t）出 る時期 の 成蟲活動攀 と温度 との 關係 ．

調 査 時
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　　諸種外部 條件は昆蟲活動に は複合 して 働 くは 勿論なれ ど ， 第 3 章に 逹 べ た

る と等 しく、越 參 よ り出つ る場合に て も澱度と の 關係最 も緊密，明 療なれ ば ，

本調査に て も便宜上 野外 の 自然氣温を採用 せ t）。され ど 211寺間内 に 活動 し た る

全昆蟲 を捕集す る樣装置 した る もの なれぱ ， 調査峙 闇内め最高滌度を採 りて 黄

絛蚤葉蟲域蟲 の 越冬 よ り出つ る時期の 開係 を見 る こ と S す。術，降雨は本 成蟲

の 活動 を著 しく抑止 する もの なれば，降水量 の 特【c 多か りし 3 月 23 日（38mm ）

及び生存蟲數 の 著 る しく減 少せ る 4 月 2 日の 調査は 計算 よ り除外せ り （第 8 表 1。

　　越冬 に 入 る時 の 成蟲活動 と同樣 ， 濫度と成蟲出現活動率の 開係 は 略 々 シ グ

モ イ ド型 の 累加曲線 なれば ，C．1．　BLIssの 提唱せ る計算法に依 り考察 す。第 3章

同樣 に直線値 を求 め ， 補正 を行 ひ て次 の 如 き數値 を得 。

　雄 の 場合

房＝13．2255

至ア＝ 5．0345

b＝0．3298

P＜ 0．Of
幽
σ ＝ ± 3．032℃

雌 の 場合

萇i＝le．QS84

雪＝ 4．8677

b＝ O．3027

pく 0．01a

＝ ＝ ± 3，304
°

C

雄雌合 した る場 合 ・

　 E＝ 12．7475

　
−

＝ 4．8288

　 b＝ 6．3168

　p ＜ O．Ol

　 σ ＝ ± 3：157℃

從っ て 各 々 の 直線を示す方程式は次の 如 し。

　　　　　雄 　　　　　　0、3298x −
2J　 ＝ O，6727

　　　　　此隹　　．，　0．3027x − y二 〇．pO58．，
　　　　此匪雄 ヱF均 　　0．3168Pt− y＝

− O．7904

而 して 50 ％ 成蟲出現 温度點 は 夫 k13288 ℃ ，　13．121
°C

，
　13．526°C に して Ja9

　1

13
°C1附近 を境と し七越冬蟄居成蟲は出現活動 ナる事 を示 す

。
さ れ ど そ の 標 準偏

差は約 ± 3℃ rc して 比較 的大 な り。
・從つ て糞條蚤葉蟲の 越冬 より出つる時は越

冬に入る時に比 して 稍 ；氣温高 く，且 う成蟲は春季 に於いては 氣瘟上昇に對 し

て 、 晩秋季 の氣 温降下時に於け るよりも反應緩慢な る傾向 を有ずるもの の 如 し。

京都附近 に於 け る春季 舮 F均氣温 13
°

C 臺を 示 すは 累年平 均 4 月
’
i8

’
日 （13．01

°C）

乃至 4 月 24　H
「
（13．9

°

C）の 期聞な b 。・

V ． 越冬時期に關す る雌雄 の 差異 ，

Pt冬 ta入 る時anlc於 け る各性別1の 計算値及び直線方程式は次 の 如 し。
齟

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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　　　雄 の 場 合 　 　 』 齟 幽
　 1 　 　 ゴ ∵

　　　　　 高濫1部 　　　　　　　　　　低温部

　 　 　　 　tE ＝ ＝ 14．2629　　　　　　　　　　　　　　毎＝ 11．0221

　　　　　雪＝ 6．4294　　　　　　　　　　　　　　　　1 ＝ 4．776．3　　．

　　　　　む＝ 0畠1655　　　　　、　　　　　　　　　み； 1．2869．　　　　　　　
』幽

　　　　　p ＝ O．576　　　　　　　　　　　、　　 p『 0．S68

　　　　 、σ ＝ 一 　 　 　 　 　 σ ＝ ±o．78℃

　　　　　0，1655Pt− tJ＝ 1．0689　　　　　　12．869　x − tJ＝ − 9，40S

　　　雌 の 場 合

　　　　　 高温部　
齟』 ’

　　　　　 低温部
’『

　 　 　　 　帚＝ 13．4686 　
’
　

”
　　　　　　　　　无＝ 11，1496

　　　　　9＝ ＝6．1582　　　　　　　
1．　　　　　「＝4．5359

　 　 　 　 ．b＝0，3188　　　　　　　　　　　　、　　b＝：：1．1550

　　　　　p ＝ 」O．454　　　　　　　　　　　　　　　tJ　 ： O．9936

　　　　 ・O ＝ 一 　　　　　　　　　　　．σ ＝ ±0．87
°

C

　　　　　O．3；88nt− y＝1
：
8589　　　　　　1．155x − ？J＝ − 8，3419

X’

試驗法に 零りて 雌雄の 差異 （diSCrepanCy）を直線値 5 を直接通過する低

温部 直線に 就 き て 見 る に確率次 の 如 し。
．，

　　　　褐 に 野す る確牽…………O．788 ．

　　　　踞 に對 す る確率 …………0．806

帥 ち雌雄共 に 殆ん ど完全に 一致 して ， 越冬 に 入 る瓶態に は相遠 を認め難 し。

　　　　　　　　　　　　　 VL 、摘 　
・ 要 　 　 　 1 ，

　　京都附近 に 於げる黄條蚤葉蟲 の 越冬状態 を調査せ る成績 の 大要次 の 如 L．

　　L 卵 1．幼蟲，蛹の 状蜘⊆て は越冬殆 ん ど不可能なり。

　 、皐．．成蟲 ¢ 1状態に て 越參す。されど越冬 中と 賑 も氣温上 昇すれば何時に て も

『『常の 活動を開始す 。　　　　 、
’
　　

t・
tt − ，．　　　　　 ∴

・　 −
−』’

　　3． 成蟲越冬場所 は畑附近 り雜草 の 間並 に 食草の 附近 に して ，枯葉或ぽ土婢

の 下等殆 ん ど土 壌の 表面 に 限 られ，地 中に 深 く潜入 す る 事 は稀な り。

　　生　自然駄態 の 下 にあ ；）て は越冬 中の 成蟲死亡率は甚 だ低 きもの S 如 し。

　　5． 成蟲 の 越 冬に 入る ぼ略 々

’
自然氣塩 11℃ 附近 に して ，雌雄共殆 ん ど同時

に 比較的急激に 越冬蟄居駄態に 入 る e

’
・　　　　　

『
二　　 ・1 二

囓
∵

N 工工
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イ諱川 、忠吉 ・・徳永 頭惟りJ　　豈6峰蚤葉 贔 の 」三活鰍 び 生 態 トこ ［覦す るffF究　1L 2ZI

　　　6． 域蟲 の 陣多よ り．出ヴる綜略 k
．
自然氣温

『
13℃ 附近 なれ ど，温度上 昇に 拌

ひ 徐 々 に 出現 活動す
。　　 ・． ・・．・・…　　　 ．・

　　　7．．温 度と成蟲 滸動1伏態との 踊係 は ， C．1，　BLIi」‘s が 殺蟲劑効果試驗法 1こ提
’

唱せ る統言十的言
’
卜算を適用 し得 る もの L 如 し。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6sum6

　　　　1ヨ【ibernabion　of　a 　flea−bee七1q
、
　 Piらyllotreits　vi・ttt；t’占　F よBR エclus ，　

．
which 　is　a

serious 　pesb　of　veget 江bles　in　Jεしpan，　was 　stud1ed 　under 　bhe　負eld 　condi むion

at 〕KyotD．　 The 　 resu ユts　of ．もhe　res6arch 　回t
’e εしs　fdllQws：

　　　　1．．〕旺ibem 島tion　is．possible．　only ・i
．
n 　the 乱dulも st血gbl　Eggs、l　larvae

，
　preマ

pup蹲 唄 pup 時・ 、島11“i？尋ゆ 事
th・ winte ・ ・e綿 。 n ・ ’』

．

　　　　
2・
．
M °「蝉 y °田 1e

　i】mgin 唄 u ・

！
i・9 しh ・bib・蝋 i・n ・eem ・ t。　b・ v ・・y　l・W・

　　　．3・ 恥 岬
ti。 ・ ・．［th ・ 血 ・ g」・ … 画 ・ t・ b… ゆ P・町 ・u ・p… iQh ・E

・cti・ity　d・ ．・ t・ 1・w 　t・皿 i’・蜘 ・e　i・ wi ・ t・・
，　cliffe ・i蝉 ・bm

．
　th・ tm ・ di・P・u ・p

ill　the　　other 　insect・s；　　　　　．　　．　　　．　　　　　　
・
　　　　　　　

’．
　．　　

．『
　
・
　　　．　　　　．・　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　層　　　L　　　　　　　　　．　　　　　1　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　1
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